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特集特集
理
念

誰
も
が
身
近
な
地
域
で
安
心
し
て
い
き

い
き
と
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

４
つ
の
基
本
方
針

１ 

地
域
住
民
が
支
え
あ
う
ま
ち
づ
く
り

の
推
進

市
町
村
社
協
の
地
域
福
祉
活
動
計
画
の

策
定
と
そ
れ
に
基
づ
く
取
り
組
み
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
全
体
で
支
え

あ
う
、
新
し
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構

築
と
交
流
の
場
づ
く
り
、
安
心
・
安
全
な

暮
ら
し
の
確
保
な
ど
地
域
づ
く
り
を
支
援

し
ま
す
。

２ 

地
域
に
お
け
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
担

い
手
の
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
の
活

動
の
活
性
化
を
図
り
、
福
祉
・
介
護
サ
ー

ビ
ス
に
従
事
す
る
人
材
の
育
成
を
は
じ
め
、

福
祉
に
携
わ
る
人
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

３ 

質
の
高
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
る

体
制
の
構
築

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
と
利
用
者

へ
の
情
報
提
供
を
図
り
、
誰
も
が
安
心
し

て
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を

支
援
し
ま
す
。

4 

各
種
団
体
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

関
係
機
関
・
団
体
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

さ
ら
に
、
施
策
の
方
向
性
ご
と
に
、
推

進
事
業
・
具
体
的
活
動
展
開
・
到
達
目
標
・

5
カ
年
の
取
り
組
み
を
具
体
的
に
設
定

し
、
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

今
後
５
年
間
の
重
点
的
な
役
割

県
社
協
で
は
、
地
域
福
祉
を
推
進
す
る

た
め
に
行
う
事
業
の
中
か
ら
、
重
点
的
な

取
り
組
み
と
し
て
次
の
4
つ
の
項
目
を
掲

げ
て
い
ま
す
。

１ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
（
Ｃ
Ｓ
Ｗ
）
の
育
成
（
人
づ
く
り
）

市
町
村
社
協
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
と
連

携
し
な
が
ら
Ｃ
Ｓ
Ｗ
の
育
成
を
強
化
し
、

そ
の
仕
事
・
役
割
を
明
確
に
す
る
こ
と
で

地
域
ニ
ー
ズ
の
把
握
と
解
決
に
結
び
つ
け

ま
す
。

２ 

市
町
村
社
協
と
の
連
携
（
仕
組
み
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

市
町
村
社
協
会
長
会
（
仮
称
）
の
組
織

化
な
ど
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
社
協

事
業
に
関
す
る
諸
課
題
を
整
理
し
、
社
会

福
祉
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

３ 

各
種
別
団
体
と
の
連
携

東
日
本
大
震
災
後
の
被
災
地
支
援
活
動

で
学
ん
だ
教
訓
を
い
か
し
、
県
社
協
内
に

窓
口
（
担
当
）
を
設
置
し
、対
応
し
ま
す
。

結
び
、
広
域
的
な
課
題
や
新
た
な
生
活
課

題
な
ど
の
解
決
に
取
り
組
み
ま
す
。
さ
ら

に
そ
の
取
り
組
み
を
市
町
村
な
ど
に
発
信

し
ま
す
。

基
本
目
標
と
施
策
の
方
向
性

県
社
協
が
設
定
し
た
理
念
と
4
つ
の
基

本
方
針
の
実
現
に
向
け
、
今
後
5
年
間
で

取
り
組
む
基
本
的
な
目
標
を
6
項
目
に
整

理
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
ご
と
に
県
社
協

と
し
て
取
り
組
む
施
策
の
方
向
性
を
定
め

て
い
ま
す
。（
左
図
）

４ 
東
日
本
大
震
災
に
関
わ
る
復
興
支
援

（
ま
ち
づ
く
り
）

市
町
村
社
協
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
の
さ

ま
ざ
ま
な
団
体
と
と
も
に
、
新
し
い
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
を
目
指
し
、
従
来
か
ら

の
地
域
の
関
わ
り
も
大
切
に
し
な
が
ら
、

小
地
域
福
祉
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

地
域
福
祉
推
進
計
画
の
進
行
管

理
と
広
報

本
計
画
を
点
検
・
評
価
す
る
組
織
と
し

て
、
策
定
に
携
わ
っ
た
策
定
委
員
会
及
び

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
基
本
的
な
枠
組

み
と
し
て
位
置
づ
け
ま
す
。
継
続
的
に
計

画
の
進
捗
状
況
を
確
認
し
、
必
要
な
見
直

し
を
行
う
と
と
も
に
、
結
果
を
公
表
し
ま

す
。ま

た
、
本
計
画
の
普
及
と
事
業
の
推
進

を
図
る
た
め
、
各
種
会
議
開
催
の
際
に
説

明
の
機
会
を
設
け
る
と
と
も
に
、
必
要
な

場
合
に
は
市
町
村
社
協
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、

業
種
別
協
議
会
な
ど
に
出
向
き
、
説
明
を

行
い
ま
す
。

併
せ
て
、
多
く
の
住
民
の
理
解
が
促
進

さ
れ
る
よ
う
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
誌

な
ど
で
、よ
り
一
層
の
周
知
を
図
り
ま
す
。

　
社
会
福
祉
を
取
り
巻
く
環
境
は
め
ま
ぐ
る
し
く

変
化
し
、
福
祉
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
宮
城
県
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
平
成
25

年
度
か
ら
平
成
29
年
度
ま
で
を
推
進
期
間
と
す
る

「
地
域
福
祉
推
進
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
今
号

で
は
そ
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

は
じ
め
に

宮
城
県
社
協
で
は
、
こ
れ
ま
で
平
成
10

年
に
「
宮
城
県
社
協
発
展
強
化
計
画
」、

平
成
15
年
に
「
み
や
ぎ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

市
民
活
動
推
進
計
画
」、
さ
ら
に
平
成
16

年
に
「
地
域
福
祉
推
進
計
画
」
を
策
定
し

て
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
17
年
に
宮
城
県
福
祉
事

業
団
・
宮
城
い
き
い
き
財
団
と
統
合
し
、

宮
城
県
に
お
け
る
地
域
福
祉
の
総
合
的
な

推
進
機
関
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
き
ま

し
た
。

近
年
の
公
的
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
高
齢

者
・
児
童
・
障
害
者
施
策
な
ど
ニ
ー
ズ
に

応
じ
て
法
制
度
の
整
備
な
ど
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
少
子
・
高
齢
化
の
進

行
や
核
家
族
化
に
伴
う
孤
立
、
地
域
の
相

互
扶
助
機
能
の
低
下
な
ど
公
的
な
福
祉
サ

ー
ビ
ス
だ
け
で
は
対
応
が
困
難
な
課
題
も

増
加
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
被

災
地
域
で
は
こ
れ
ま
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

も
大
き
く
変
化
し
、
共
助
の
機
能
の
低
下

も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
地
域
で
さ
ま
ざ
ま

な
人
々
が
助
け
合
い
、
支
え
合
う
地
域
社

会
の
実
現
を
目
指
す
た
め
、
新
た
な
地
域

福
祉
推
進
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

策
定
体
制

計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
外
部
委
員

か
ら
な
る
地
域
福
祉
推
進
計
画
策
定
委
員

会
、
県
社
協
職
員
に
よ
る
地
域
福
祉
推
進

計
画
策
定
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置

し
、
検
討
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
市
町
村

社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
、
業
種
別
協
議
会
（
※
１
）
へ
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
や
情
報
交
換
会
な
ど
も
実
施
し
、

地
域
福
祉
を
取
り
巻
く
状
況
を
把
握
し
、

本
計
画
に
反
映
し
て
い
ま
す
。

計
画
の
基
本
理
念
と
基
本
方
針

自
助
・
共
助
・
公
助
の
理
念
の
も
と
、

地
域
で
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
が
連
携
・
協
働

を
図
り
な
が
ら
助
け
合
い
、
支
え
合
う
地

域
社
会
の
実
現
を
目
指
す
た
め
、
社
会
情

勢
の
変
化
や
県
社
協
中
長
期
経
営
プ
ラ
ン

（
※
2
）、
そ
れ
に
基
づ
く
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
（
※
3
）
の
進
捗
状
況
を
念
頭
に
置

き
、
県
社
協
の
目
指
す
地
域
像
を
理
念
と

し
て
設
定
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
目

標
に
向
か
っ
て
県
社
協
が
行
う
使
命
（
役

割
）
を
基
本
方
針
と
し
て
定
め
ま
し
た
。

※
1　

業
種
別
協
議
会

　

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
、
老
人
福
祉
施
設
協
議
会
な

ど
の
各
業
種
別
の
協
議
会
。

※
2　

県
社
協
中
長
期
経
営
プ
ラ
ン

地
域
福
祉
を
推
進
す
る
役
割
に
加
え
、
要
援
護
者
な
ど
を

直
接
的
に
支
援
す
る
機
能
を
併
せ
持
つ
県
社
協
と
し
て
、
経

営
理
念
の
達
成
に
向
け
、
中
長
期
的
な
視
点
に
よ
り
、
安
定

的
な
法
人
運
営
を
図
る
た
め
に
平
成
22
年
3
月
に
策
定
。

※
3　

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

県
社
協
中
長
期
経
営
プ
ラ
ン
の
中
・
小
区
分
ご
と
に
、
今

後
の
方
向
性
・
対
応
策
・
進
捗
状
況
・
課
題
を
明
文
化
す
る

と
と
も
に
、
平
成
23
年
度
か
ら
平
成
27
年
度
ま
で
の
具
体
的

な
行
動
計
画
を
作
成
。

宮
城
県
社
協

「
地
域
福
祉
推
進
計
画
」を

策
定
し
ま
し
た

基本目標 施策の方向性

1

住民主体のまちづくりを進める市町
村社協と連携・協働を図り、地域福
祉を推進します。

1　地域福祉活動の推進
2　�市町村社協の基盤強化とネットワークの構築
3　東日本大震災に係る復興支援
4　地域活動の推進に係る情報発信

2
多様なボランティア・市民活動が、
地域でいきいきと展開できるよう支
援します。

1　�多様なボランティア活動や市民活動に対する支援の強化
2　�地域福祉活動を推進・支援する人材の育成
3　福祉教育の推進

3
福祉サービスを提供する福祉事業者
を支え、質の高い福祉従事者の確保・
育成を推進します。

1　�福祉に携わる人材の専門性を高める研修の企画及び実施
2　�幅広い人材確保の取り組みの推進
3　福祉事業者への経営支援の実施

4

県民の福祉ニーズに即したサービス
を提供し、県民が安心して暮らせる
地域づくりを推進します。

1　�県社協が運営する施設及び事業所での地域福祉機能の強化
2　�福祉サービス利用の広報啓発・相談
3　権利擁護の推進
4　�セーフティネット機能の充実・強化

5 各種団体及び社会福祉法人が実施す
る福祉活動を支援または協働します。

1　各種団体との連携・協働

6 より信頼される県社協を目指し、組
織基盤を強化します。

1　�職員一人ひとりのスキルアップと組織の企画立案機能の
強化

ワーキンググループによる検討

地域福祉推進計画策定
ワーキンググループ

地域福祉推進計画策定委員会

テーマ
県社協の可能性につ
いて

テーマ
５年後の「ありたい
姿」を考える

テーマ
現場の「声」をどの
ように拾い上げるか

テーマ
推進計画に盛り込む
「力点」を考え基本
方針を決める

調査・整理

意見・
要望

提案

イメージ図

市町村社協
　アンケート調査

業種別協議会
　ヒアリング
　情報交換会
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